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スルメイカ秋季発生系群に対する水産庁依頼への対応 

 

水産資源研究所 水産資源研究センター 

浮魚資源部 浮魚第 3 グループ 

宮原寿恵・岡本 俊 

 

本資料では、水産庁からの依頼（別紙）を受けて、令和 6（2024）年度スルメイカ秋季発生

系群の資源評価報告書（以降、詳細版と呼ぶ）の結果に基づいて、以下の事項に対応した。 

 

 

（1）方法 

2025年漁期の漁獲量を算出する過程において、2024年漁期終了後の予測親魚量から 2025

年漁期の加入量を予測し、また、漁獲管理規則案に基づいて漁獲係数を求める必要がある。

それぞれの過程について以下で説明する。なお、スルメイカは単年性資源であるため、加

入量と資源尾数は同義である。 

 

1）2025 年漁期の加入量の予測 

① シナリオ 1 の場合 

本系群の再生産関係は BH 型であり、親魚量 S と加入量 R の関係は式 1 で定式化され

る。 

R(𝑆|𝑎, 𝑏) =
𝑎𝑆

1 + 𝑏𝑆
(1) 

a と b は再生産関係式のパラメータである（詳細版の補足表 6-1）。加入変動は考慮せずに

決定論的に加入量を求めることから、式 1 に 2024 年漁期終了後の予測親魚量を代入する

ことでシナリオ 1 における 2025 年漁期の加入量を予測し、Nଶଶହとした。 

 

1．令和 6 年度資源評価結果に基づき、以下のような条件で 2025 年漁期の加入量を決定

論的に算出する。 

（1）通常の再生産関係による加入があった場合（以降、シナリオ 1 とする） 

（2）低い加入の年代において、加入が通常の再生産関係よりも明確に高かった年（秋

季発生系群では 1987、2017、2020 年漁期）の平均程度の加入があった場合（以

降、シナリオ 2 とする） 

（3）通常の再生産関係式にお て、観察データの 90%が含まれると推定される範囲

の上側 5%、すなわち 95percentile に相当する高加入があった場合（以降、シナリ

オ 3 とする） 

 

2．１で想定した 2 通りの加入量の場合に、令和 6 年度の漁獲管理規則案に基づく漁獲

量をそれぞれ算出する。 



FRA-SA2024-SC14-202 

- 2 - 
 

② シナリオ 2 の場合 

はじめに、再生産関係からの加入量のばらつき（残差）を式 2 で求めた。 

𝑒 = log൫𝑁,past൯ − logR൫𝑆ିଵ,past|𝑎, 𝑏൯ (2) 

N୧,pastは i 年漁期の加入量（= 資源尾数）の観測値、e୧は i 年漁期の残差を示す（i は 1982～

2023 年漁期）。 

「加入が通常の再生産関係よりも明確に高かった j 年漁期（1987、2017、2020 年漁期）」

の残差ε୨および 2024 年漁期終了後の予測親魚量Sଶଶସ（6.5 万トン、詳細版の本文 4-(3)）を

用いて、式 4 によって 2025 年漁期の加入量Nଶଶହ,୨を予測した。 

𝑁ଶଶହ, = R(𝑆ଶଶସ|𝑎, 𝑏) ∙ exp൫𝜀 + 𝛿ଵ൯ ,

𝛿 = −log ቆ
∑ exp(𝑒)ଶଶଷ

ୀଵଽ଼

42
ቇ

(4) 

ここで、δଵは残差ε୨を使用して加入量を予測する場合の平均値のバイアス補正項であり、

再生産関係式にexp൫ε୨ + δଵ൯を掛けることによって通常の再生産関係よりも高い加入を仮

定している。Nଶଶହ,୨の平均値をシナリオ 2 における 2025 年漁期の加入量予測値Nଶଶହとし

た。 

 

①  シナリオ 3 の場合 
再生産関係において観察データの 90%が含まれると推定される範囲の上側 5%、すなわ

ち 95percentile に相当する高加入があった場合（詳細版の図 4-8 の上側点線）の 2025 年漁

期の加入量予測値Nଶଶହは式 5 で求めた。 

𝑁ଶଶହ = R(𝑆ଶଶସ|𝑎, 𝑏) ∙ exp(𝐹ିଵ(𝑝) × 𝛿ଶ) (5) 

ここで、𝐹ିଵ(𝑝)は確率 p に対する正規分布の逆累積確率分布関数を表し、p が 95%の場合

は 1.64 となる。また、δଶは再生産関係からの加入量の予測値と観測値の対数残差における

標準偏差（0.33）である。 

 

2）2025 年漁期の漁獲係数の算出 

漁獲量を算出する際に使用する2025年漁期の漁獲係数Fଶଶହは漁獲管理規則案（例えば、

詳細版の補足図 4-1a）とSଶଶସに基づいて式 6 と式 7 によって決定された値である。 

𝐹ଶଶହ = ቐ

0
𝛽 ∙ 𝛾 ∙ 𝐹msy

𝛽 ∙ 𝐹msy

            

if   𝑆ଶଶସ < SBban

if   SBban<𝑆ଶଶସ < SBlimit

if   𝑆ଶଶସ ≥ SBlimit

(6) 

𝛾 =
𝑆ଶଶସ − SBban

SBlimit − SBban

(7) 

Fmsyは MSY を得られる漁獲係数、SBlimitは限界管理基準値案、SBbanは禁漁水準案である。

また、γは親魚量が限界管理基準値案を下回った場合に回復を速めるために、親魚量に応じ

て決定される係数である。なお、シナリオ 1～3 の試算、および令和 6 年度資源評価の将来



FRA-SA2024-SC14-202 

- 3 - 
 

予測（詳細版の補足資料 4）では、共通の漁獲管理規則案を適用することから、調整係数 β

が同じ値であればFଶଶହも同じ値になる。 

 

3）2025 年漁期の漁獲量の予測 

2025 年漁期の予測加入量と漁獲係数を使用して、式 8 から同年漁期の漁獲量Cଶଶହを求

めた。 

𝐶ଶଶହ = 𝑤𝑁ଶଶହ ∙ exp ൬−
M

2
൰ ∙ [1 − exp(−𝐹ଶଶହ)] (8) 

w は平均体重（280 g）、M は自然死亡係数であり、漁期間 6 ヶ月で 0.6 と仮定した。 

 

（2）結果 

シナリオ 1～3 の条件で、β を 0.00～1.00 にて 0.05 刻みで変更した場合の 2025 年漁期の

加入量、漁獲係数、漁獲量の予測結果を表 1 に示す。加入量は β に関係なく各シナリオで

同一であり、シナリオ 1 の場合は 30.6 万トン、シナリオ 2 の場合は 40.5 万トン、シナリオ

3 の場合は 53.0 万トンであった。詳細版の補足表 6-6 に示した令和 6 年度資源評価の将来

予測結果では 22.5 万トンであった。また、詳細版の補足資料 4-(4)では、5 年後および 10 年

後に親魚量予測値がそれぞれ限界管理基準値案および目標管理基準値案をともに 50%以上

の確率で達成する最大の β は 0.35 であり、その場合の 2025 年漁期の平均漁獲量は 1.6 万

トンと予測されたが、本資料のシナリオ 1～3 の β = 0.35 の場合、シナリオ 1 では 2.0 万ト

ン、シナリオ 2 では 2.6 万トン、シナリオ 3 では 3.4 万トンであった。 
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表 1. シナリオ 1～3 の場合の 2025 年漁期の加入量（万トン）、漁獲係数、漁獲量（万トン）の予測結果 

 

 

調整係数 β を 0.00～1.00 にて 0.05 刻みで変更した場合の将来予測の結果を示す。 

加入量 漁獲係数 漁獲量 加入量 漁獲係数 漁獲量 加入量 漁獲係数 漁獲量

1.00 30.6 0.26 5.2 40.5 0.26 6.8 53.0 0.26 8.9
0.95 30.6 0.25 4.9 40.5 0.25 6.5 53.0 0.25 8.6

0.90 30.6 0.23 4.7 40.5 0.23 6.2 53.0 0.23 8.2
0.85 30.6 0.22 4.5 40.5 0.22 5.9 53.0 0.22 7.7

0.80 30.6 0.21 4.2 40.5 0.21 5.6 53.0 0.21 7.3
0.75 30.6 0.19 4.0 40.5 0.19 5.3 53.0 0.19 6.9

0.70 30.6 0.18 3.8 40.5 0.18 5.0 53.0 0.18 6.5
0.65 30.6 0.17 3.5 40.5 0.17 4.6 53.0 0.17 6.1

0.60 30.6 0.16 3.3 40.5 0.16 4.3 53.0 0.16 5.6
0.55 30.6 0.14 3.0 40.5 0.14 4.0 53.0 0.14 5.2

0.50 30.6 0.13 2.7 40.5 0.13 3.6 53.0 0.13 4.8
0.45 30.6 0.12 2.5 40.5 0.12 3.3 53.0 0.12 4.3

0.40 30.6 0.10 2.2 40.5 0.10 2.9 53.0 0.10 3.9
0.35 30.6 0.09 2.0 40.5 0.09 2.6 53.0 0.09 3.4

0.30 30.6 0.08 1.7 40.5 0.08 2.2 53.0 0.08 2.9
0.25 30.6 0.06 1.4 40.5 0.06 1.9 53.0 0.06 2.5

0.20 30.6 0.05 1.1 40.5 0.05 1.5 53.0 0.05 2.0
0.15 30.6 0.04 0.9 40.5 0.04 1.1 53.0 0.04 1.5

0.10 30.6 0.03 0.6 40.5 0.03 0.8 53.0 0.03 1.0
0.05 30.6 0.01 0.3 40.5 0.01 0.4 53.0 0.01 0.5

0.00 30.6 0.00 0.0 40.5 0.00 0.0 53.0 0.00 0.0

現状の漁獲圧 30.6 0.22 4.5 40.5 0.22 6.0 53.0 0.22 7.8

β
シナリオ1 シナリオ2 シナリオ3
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別紙（水産庁からの検討依頼文書） 

 

事 務 連 絡  

令和６年 11 月 20 日  

国立研究開発法人水産研究・教育機構  

水産資源研究所 調査・評価部会長 福若雅章 様 

 

                       水産庁漁場資源課沿岸資源班長 

 

 

スルメイカの資源評価における試算等についてのお願い 

 

 スルメイカ秋季発生系群及びスルメイカ冬季発生系群の資源評価結果について、以下の

条件での試算および次回の資源管理方針に関する検討会等における説明をお願いいたし

ます。 

 

（１）令和６年度資源評価結果に基づき、以下のような条件で 2025 年の加入量を算出す

る。 

 １．通常の再生産関係による加入があった場合 

 ２．低い加入の年代において、加入が通常の再生産関係よりも明確に高かった年（冬季

発生系群では 1980 年、1983 年および 1989 年、秋季発生系群では 1987 年、2017 年

および 2020 年）の平均程度の加入があった場合 

 ３．通常の再生産関係式の 95percentile 上限に相当する高加入があった場合 

の３通りとし、それぞれの場合について予測を行う（決定論的に求める）。 

 

（２）（１）で想定した３通りの加入量の場合に、令和６年度の漁獲管理規則案に基づく漁

獲量をそれぞれ算出する。 

 

 

 

以  上 

 


